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日本の追い求めるべき戦略

日本らしさの追求
世界が賞賛する、日本人の感性に基
づく優れたモノやコトを次々に生み
出していくこと

人間中心イノベーションの実践
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日本らしさの追求
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「イノベーション＝技術革新」
の誤解をとけ

イノベーションとは（広辞苑）
「(新機軸・刷新・革新の意) 生産技
術の革新に限らず、新商品の導入、
新市場または新資源の開拓、新しい
経営組織の実施などを含めた概念」

「わが国では技術革新という狭い意
味に用いる」
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技術中心 vs 人間中心

技術中心イノベーション

技術革新によるイノベーション

人間中心イノベーション

ライフスタイルや価値観の
洞察によるイノベーション
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1979 SONY First Walkman
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Lifestyle to 
carry music
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東京大学 i.school

知の構造化センターのプロジェクト
として２００９年９月スタート

人間中心イノベーションを生み出す
力を養う

東京大学の学生（大学院中心）を対
象としたワークショップ
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i.school の目標

「イノベーション人材の育成」

創造的な課題に対する
プロセスを設計できるようになること

イノベーションを
生み出すことができるという

自信を持つこと
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i.school ワークショップ

09WS1 働く母親と子供のより良い
コミュニケーションに向けて

09WS2 インドの未来を洞察する

09WS3 社会的企業（ソーシャル・
エンタープライズ）をつくる

・ ・ ・

４年間 総計 ２２回

IDEO, d.school, RCA, Aalto Univ., KAIST id
世界のイノベーションワークショップを研究

11



H. Horii

人の集団による情報処理

イノベーションワークショップとは人
の集団による情報処理

情報処理プロセスは
– 記述できる

– モデル化できる

– 設計できる

– 評価できる

– 改善できる
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スキャニングマテリアル

シナリオアイディア

プロダクトアイディア

WS4 インドIITハイデラバード

ビジネス事例

ビジネス戦略

ビジネス戦略タグ

ビジネス戦略アイディア

中間プレゼン

最終プレゼン

事業領域情報

ビジネスモデルキャンバス

評価基準

前
半

後
半

2012 i.school WS5
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アイディア出し：アブダクション

目的を果たす手段を思いつく
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新しさを生み出す仕組み

１）他者を理解する

２）未来を洞察する

３）概念を明確にする

４）思考パターンをシフトさせる

５）価値基準をシフトさせる

６）新しい組み合わせを見つける

７）想定外の使い途から目的を発見する

８）ちゃぶ台返し
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Founded in 1997
#6 in US News’ Best Undergrad Engineering Programs (no doctorate)

SAT (Scholastic Assessment Test): MIT (Reading: 670-770, Math: 740-
800, Writing: 680-780) VS Olin (R: 700-775, M: 725-790, W: 680-
760)

Olin College of Engineering
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i.school の目標

「イノベーション人材の育成」

創造的な課題に対する
プロセスを設計できるようになること

イノベーションを
生み出すことができるという

自信を持つこと
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人材の３要素
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ノウハウ

マインドセットモチベーション
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Todai Innovation Summer Program

海外有力大学から３０名
東大生３０名＋社会人２０名

８月１～１３日、東大＋大槌町

i.school ＋ ケースメソッド教育

震災対応・復興＋ポップカルチャー
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海外からの応募状況

募集３０名に対して
応募者８５０名

ハーバード大５名、オックスフォード
大９名、デルフト工科大学７名、
スタンフォード大２１名、UCバークレ
イ２１名等
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イノベーション教育学会

年次大会の開催
– イノベーション・ワークショップのデモ

– 基調講演

– ポスター発表：作品部門、研究部門

– パネルディスカッション

イノベーション教育学会論文集
– 作品部門

– 研究部門
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イノベーション・サイエンス

イノベーション・ワークショップを対
象とした研究

認知科学、心理学、知識工学、教育学、
組織行動論

研究成果をイノベーション・ワーク
ショップの設計に活かす
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研
究
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研
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領
域
Ｘ

イノベーション教育

科学技術イノベーション人材の育成
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科学技術イノベーション人材の育成

×目的 手段
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